
第4章 低 レイノルズ数域における環状タービン静翼の三次元流れに与えるレイノルズ数の影響

(a) Reout, NZ=4.5×104

(b) Reout, NZ=9.0×104

(c) Reout, NZ=13.6×104

(d) Reout, NZ=18.6×104

(e) Reout, NZ=22.8×104

(f) Reout, NZ=27.1×104

図4.17 各 レイ ノル ズ数 にお け る静 翼 出 口で の 全圧 損 失 分 布

(軸 方 向位 置ZNZ/Caz.NZ=1.156, 主流 乱 れ 度Tuin=0.5%)
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第4章 低レイノルズ数域における環状ター ビン静翼の三次元流れに与えるレイノルズ数の影響

(a) Reout, NZ=4.5×104

(b) Reout, NZ=9.0×104

(c) Reout, NZ=13.6×104

(d) Reout, NZ=18.6×104

(e) Reout, NZ=22.8×104

図4.18 高 レイ ノ ル ズ 数Reout.NZ=27.1×104で の 全 圧 損 失 分 布 と

各 レイ ノ ル ズ 数 で の 全 圧 損 失 分 布 の 差

(軸 方 向 位 置ZNZ/Caz.NZ=1.156, 主 流 乱 れ 度Tuin=0.5%)
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第4章 低 レイノルズ数域における環状タービン静翼の三次元流れに与えるレイノルズ数の影響

(a) 全圧損失の半径方 向分布

(b) Reout, NZ=27.1×104に お け る 全 圧 損 失 と の 差

図4.19 各 レイ ノル ズ数 での全圧損失の半径 方向分布

(主 流 乱 れ 度Tuin=0.5%)
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第4章 低 レイノルズ数域における環状タービン静翼の三次元流れに与えるレイノルズ数の影響

(a) Spanwise Distance y/H=0.967

(c) Spanwise Distance y/H=0.873

(b) Spanwise Distance y/H=0.920

(d) Spanwise Distance y/H=0.827

図4.20 静翼 出 口の各半径方向位 置 にお ける損失への レイ ノル ズ数 の影響

(そ の1)

各半径方 向位 置での ピッチ方向平均損失 (主流乱れ度Tuin=0.5%)
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第4章 低レイノルズ数域における環状タービン静翼の三次元流れに与えるレイノルズ数の影響

(e) Spanwise Distance y/H=0.780

(g) Spanwise Distance y/H=0.687

(f) Spanwise Distance y/H=0.733

(h) Spanwise Distance y/H=0.640

図4.20 静翼出 口の各半径方 向位 置における損失への レイ ノル ズ数 の影響

(そ の2)

各半径方 向位置での ピッチ方向平均損失 (主流乱れ度Tuin=0.5%)
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第4章 低レイノルズ数域における環状タービン静翼の三次元流れに与えるレイノルズ数の影響

(i) Spanwise Distance y/H=0.593

(k) Spanwise Distance y/H=0.500

(j) Spanwise Distance y/H=0.547

(l) Spanwise Distance y/H=0.453

図4.20 静翼 出口の各半径方 向位置 にお ける損失への レイ ノル ズ数の影響

(そ の3)

各 半 径 方 向位 置 で の ピ ッチ 方 向平 均 損 失 (主 流 乱れ 度Tuin=0.5%)
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第4章 低 レイノルズ数域における環状ター ビン静翼の三次元流れに与えるレイノルズ数の影響

(m) Spanwise Distance y/H=0.407

(o) Spanwise Distance y/H=0.313

(n) Spanwise Distance y/H=0.360

(p) Spanwise Distance y/H=0.267

図4.20 静翼 出 口の各半径方 向位置 におけ る損失へ の レイ ノル ズ数 の影響

(そ の4)

各半径 方向位置 での ピッチ方向平均損失 (主流乱れ度Tuin=0.5%)
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第4章 低 レイノルズ数域における環状タービン静翼の三次元流れに与えるレイノルズ数の影響

(q) Spanwise Distance y/H=0.220

(s) Spanwise Distance y/H=0.127

(r) Spanwise Distance y/H=0.173

(t) Spanwise Distance y/H=0.080

図4.20 静翼出 口の各半径方 向位置 にお ける損失への レイ ノル ズ数の影響

(そ の5)

各 半径方向位 置での ピッチ方 向平均損失 (主流乱れ度Tuin=0.5%)
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第4章 低 レイノルズ数域における環状タービン静翼の三次元流れに与えるレイノルズ数の影響

図4.20 静翼出 口の各半径 方向位置 にお ける損失への レイ ノル ズ数の影響

(その6)

各半径方 向位置 での ピッチ方向平均損失 (主流乱れ度Tuin=0.5%)
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第4章 低 レイノルズ数域における環状タービン静翼の三次元流れに与えるレイノルズ数の影響

図4.21 損 失 の 分類 法
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第4章 低レイノルズ数域における環状タービン静翼の三次元流れに与えるレイノルズ数の影響

図4.22 レイ ノル ズ数 が損 失 に与 え る影 響

(主 流 乱 れ 度Tuin=0.5%)

表4.5 Reout, NZ=4.5×104と27.1×104に お け る 損 失 値 (Tuin=0.5%)
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第4章 低 レイノルズ数域における環状タービン静翼の三次元流れに与えるレイノルズ数の影響

図4.23 正 味 総 全圧 損 失 (翼 列 損 失) と レイ ノル ズ数 の 関係

(主 流 乱 れ度Tuin=0.5%)

表4.6 正 味総 全 圧 損 失 (翼 列 損 失) と レイ ノル ズ数 相 関(-0.2乗)

の 比較(主 流 乱れ 度Tuin=0.5%)
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第4章 低 レイノルズ数域における環状ター ビン静翼の三次元流れに与えるレイノルズ数の影響

図4.24 形 状損 失 と レイ ノル ズ数 の 関係

(主 流 乱 れ 度Tuin=0.5%)

表4.7 形 状 損 失 と レイ ノル ズ数 相 関 (-0.2乗) の 比 較

(主 流 乱れ 度Tuin=0.5%)
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第4章 低レイノルズ数域における環状ター ビン静翼の三次元流れに与えるレイノルズ数の影響

図4.25 ミ ッ ドスパ ン損 失 と レイ ノル ズ数 の 関係

(主 流 乱 れ度Tuin=0.5%)

表4.8 ミ ッ ドスパ ン損 失 と レイ ノル ズ数 相 関 (-0.2乗) の 比 較

(主流 乱れ 度Tuin=0.5%)
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第4章 低 レイノルズ数域における環状タービン静翼の三次元流れに与えるレイノルズ数の影響

図4.26 正味 二次損 失 と レイ ノル ズ数 の 関係

(主 流 乱 れ 度Tuin=0.5%)

表4.9 正 味 二次 損 失 と レイ ノル ズ数 相 関 (-0.2乗) の比 較

(主 流 乱れ 度Tuin=0.5%)

144



第4章 低 レイノルズ数域における環状ター ビン静翼の三次元流れに与えるレイノルズ数の影響

図4.27 チ ップ側 の 正 味 二 次損 失 と レイ ノル ズ数 の 関係

(主 流 乱れ 度Tuin=0.5%)

表4.10 チ ップ側 の正 味 二次 損 失 と レイ ノル ズ数相 関 (-0.2乗) の 比較

(主 流 乱 れ 度Tuin=0.5%)
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第4章 低 レイノルズ数域における環状タービン静翼の三次元流れに与えるレイノルズ数の影響

図4.28 ハ ブ側 の 正 味 二 次損 失 と レイ ノル ズ数 の 関係

(主 流乱 れ 度Tuin=0.5%)

表4.11 ハ ブ側 の 正 味 二 次損 失 と レイ ノル ズ数 相 関 (-0.2乗) の 比較

(主 流 乱 れ度Tuin=0.5%)
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